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みんなの家にきっとあるエコーネット製品で、新たなサービスが始まります。

エコーネット・シンポジウム2026
日常の快適さから非日常の安心まで。エコーネットが支える世界。

DRready、DA認証(JC-STAR★2)、連携規格の新たな取り組み

普及委員会 委員長 長沢雅人
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ECHONET Liteの国内普及実態
（圧倒的な普及状況と、その市場分析）



日本の世帯数
5400万世帯（2022年）

日本の総住宅数
6500万棟（2023年）

スタート 6年

11年
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累計台数と世帯数・総住宅数との比較 参考
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ECHONET Lite 市場普及実態関連情報
認証取得率 WiFi搭載率

三菱総研様のMETI・DRready勉強会資料より作成
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きめ細かなデータを定義し、
DRreadyに使われるプロパティ
についても標準仕様で必須化

給湯機の例：
お風呂のデータが沢山あるだけではなく、DRに必要なデータも実装。

このプロパティ活用が
DRready普及のカギ

機器に対応できるプロパティが
あれば、例えばDR制度に各社
の参画をうながす事ができる。

この細かなデータが、
国内ほぼ100%の普及率で
実装されている。

世界に類を見ない！状況

ECHONET Lite 規格の特徴は、きめ細かなデータが高い普及率で実装されている事
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高度エネルギーマネージメントとは（ZEH＋の事例）

https://sii.or.jp/moe_zeh05/support/public.html
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高度エネルギーマネージメントの導入

GX志向型住宅
（戸建て住宅）
の制度要件

GX志向型住宅
（共同住宅）
の制度要件

高度エネルギーマネ
ージメントの導入で、
2025年度に続き
2026年度も、エコ
ーネットコンソーシア
ムのHPに掲載されて
いるAIF認証取得
済コントローラが要
件となりました。

2026年度
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今後のゼロエネルギーハウス

2025年9月経済産業省ニュースリリース
●高度エネルギーマネジメント 
    戸建住宅を対象に、高度エネルギーマネジメントの導入を必須要件とる。
    ・エネルギー計測装置（HEMS）により、再生可能エネルギーの発電量等を把握した上で、住宅内の冷暖房設備、給湯設備等を
    制御可能であること

    ・蓄電池の充電量・放電量を制御できること。（GX ZEH Orientedを除く。）

●定置用蓄電池 
  GX ZEH+、GX ZEH、Nearly GX ZEHとなる戸建住宅を対象に、定置用蓄電池の導入を必須要件とする。 
   ※3 高度エネルギーマネジメントによって蓄電池の充電量・放電量が制御できること。
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2025年CEATEC展示会
エコーネットコンソーシアム掲載パネルより抜粋ZEH

「ECONET Lite AIF仕様」対応製品は、コントローラ
の他エアコンや住宅設備等980以上が商品化され
ています。
これはコントローラ製品の一例です。
※掲載許諾をいただいた製品を掲載しております。
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CEATEC展示会

10/14～10/17 幕張展示場、JEITA様、IPA様との共同展示コーナーにて出展
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JC-STAR普及イベント（後援団体として参加）
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ECHONET Lite Web API の
採用事例増加
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クラウド

（サーバ）

クラウド

（サーバA）
クラウド

（サーバB）
クラウド

（サーバC）

コントローラ

機器
管理
ｸﾗｳﾄﾞ

IoT市場における２つの構造実態

クラウド直結型 コントローラ型



19

共通のことばで社会課題を解決します

日本

欧州



ヒートポンプ式給湯機

蓄電池

ハイブリッド式給湯機

DRready要件

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/007.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/007.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/dr_ready/004.html
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連携基盤

A B C

①連携基盤上で束ねる ②サービス上で束ねる

機器管理
クラウド

機器管理
クラウド

ｻｰﾋﾞｽ

③機器管理クラウドが束ねる

A B
機器管理
クラウド

ｻｰﾋﾞｽ
ｻｰﾋﾞｽ

A B C

ECHONET
Lite Web API

ECHONET
Lite Web API

ECHONET
Lite Web API

HEMS HEMS
HEMS

ECHONET Lite 機器 ECHONET Lite 機器 ECHONET Lite 機器

マルチベンダーを作るポイント

マ マ
マ

マ

マ

マ

マ

ECHONET Lite Web API の使い方（例）

サービスが特定のIoT構造に制限されず、全体のビジネスアーキテクチャに応じ自由にデザインできるようになった。
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https://echonet.jp/web-api-usecase/

エコーネットコンソーシアムの
HPで紹介しております。
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社会課題解決やサービス連携拡大に向けて
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サービスの
対象領域拡大

サービスカテゴリー
との連携拡大

IoTサービスは、拡大し連携する事で進化していきます。

標準のWeb_APIや
連携定義などがあれば、
サービスの拡大や連携が
容易にできるようになります。

領域拡大
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早稲田大学・電力会社3社によるIoTルートでのDR実証（SIIの実証事業）

2026年ENEX展示会エコーネットコンソーシアム掲載パネルより抜粋
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ENEX
会場
風景
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内閣府のスマートシティリファレンスアーキテクチャ第３版に、能美市の事例とECHONET Lite Web 
APIの紹介がコラムとして紹介されました。 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html

内閣府スマートシティリファレンスアーキテクチャでの紹介
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新サービス創造データ連携基
盤検討会にて、国立防災科
学研究住所と連携し、IoT家
電を活用した防災情報プラッ
トフォームと、公共デジタル基
盤との連携を検討中

ECHONET Lite Web APIECHONET Lite 対応機器

災害発生時において
・エリア毎のIoT家電稼働状況
・避難指示エリアにおける
家電の操作情報把握

などにより、家電の情報を
リアルタイムで防災に活用。

社会課題解決の検討：災害対策（新サービス創造データ連携基盤検討会資料）
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産官学連携による熱中症リスク低減のための先端的な暑さ指数計測技術の社会実装 令和７年５月環境省 BRiDGE
令和６年度最終評価様式（報告資料抜粋）
①新たなWBGT計の検討（小型WBGT計等）及びその実装に向けた検討
•暑さ指数の活用や熱中症予防行動に結びつけるための有効な技術、及びその社会実装に向けた具体的な取組として下記２つを立案
① 標準化されたエアコンのIoT機能を活用した熱中症予防技術の開発とアルゴリズムの創出
② 高精度超小型WBGTセンサーの開発と連携構築

•社会実装のための予算を獲得が出来た場合、開発フェーズへの移行が可能な状況に到達 ⇒ 到達目標を達成

エアコン起動の仕組み：BRiDGE会議での報告資料

社会課題解決の検討：熱中症対策（内閣府BRiDGE報告）

https://www8.cao.go.jp/cstp/bridge/saitaku_r6.html
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連携規格
ちらし
（CEATEC配布）



36


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36

